
北方領土問題を扱った学習指導案 

１．題材名 歴史的分野 「日露・日ソ間の国境の変遷と現在の状況」 

２．ねらい 日露・日ソ間の国境の変遷と現在の状況について知ることで、自分事として北方領土問題   

を考え、返還に向けて自分は何ができるのかについて追究しようとする。 

【学びに向かう力・人間性等】 

３．本時の流れ                          （●：学習改善につなげる評価） 

 配時 学習活動（○生徒の反応） 指導上の留意点（・）と評価（●） 
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１．根室市のいたるところにある北方領土

返還を求めるスローガンに関するスライ

ドを見て、誰に向けたメッセージなのか

を考える。 

○標識にロシア語が書かれているから、ロ

シア人に向けたものではないか。 

○スローガンは日本語で書かれているか

ら、根室市民に向けたものではないか。 

 

２．納沙布岬に設置された無人カメラによ

るライブ映像を見る。 

○思っていたよりも近いなあ 

 

３．学習課題を考える。 

 

・ロシア語表記のものもあるが、ほとんどが

日本語で書かれていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・北方領土と納沙布岬との距離感をつかみ、

北方領土問題は、日本人全体が解決に向

けて考えなければいけない問題であるこ

とに気づかせる。 

 

深

め
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１５ 
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４．日魯通好条約、樺太千島交換条約、ポ

ーツマス条約、サンフランシスコ平和会

議によって、国境がどのように変遷した

のかをワークシートで確認する。 

 

５．北方領土問題解決に向けて、自分たち

に何ができるか提案する。 

○現状について調べたものを廊下に掲示し

よう。 

○オンラインで現地の人々とつないで、話

を聞けないかな。 

・北方領土は日魯通好条約で確定して以降、

一貫して日本の領土として認められてい

たことを理解する。 

 

 

・１人１台端末の付箋機能を活用し、まとめ

る。 

・個人思考をもとに、グループで話し合う。 

・グループ毎に発表する。 
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６．本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．学習を終えた振り返りを書き、発表す

る。 

○北方領土問題について深く考えるきっか

けになった。 

●日露・日ソ間の国境の変遷と現在の状況

について知ることで、自分事として北方領

土問題を考え、返還に向けて自分は何がで

きるのかについて追究しようとしている。

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

 

 

 

 

 

・１人１台端末を活用し、振り返りを提出さ

せる。 

 

課題 

なぜ、北方領土が日本の領土であると言えるのか、また、北方領土問題解決のため

に自分たちに何ができるだろうか。 

まとめ 

日魯通好条約以降、北方領土は常に日本の領土として国際法上認められてきたか

ら、北方領土は日本の領土であると言える。また、北方領土問題を解決するために、

北方領土が不法に占領されている現状について調べたことを掲示し、たくさんの人に

知ってもらうようにしたい。 

【石川県】 



４．ワークシート（例）                ※学習の振り返りは、１人１台端末等で行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日露・日ソ間の国境の変遷と現在の状況 
★日本の領土を赤・ロシアの領土を青で着色しよう 

① １８５５年（安政元年） 

              

 

 

日本とロシアは、これまでに平和的に確立され 

ていた択捉
えとろふ

島
とう

と得撫
うるっぷ

島
とう

の間に、初めて 

両国の国境を画定した。 

樺太は両国人雑居の地とする。 

 

 

 

 

② １８７５年（明治８年） 

 

 

 

日本がロシアから千島列島を譲り受けるか 

わりに樺太（サハリン）全島を放棄した。 

千島列島は得撫島以北の１８の島で、北方四島 

は含まれていない。 

 

 

 

 

③ １９０５年（明治３８年） 

 

 

 

日露戦争の講和条約により、日本はロシアから 

南樺太（南サハリン）を譲り受けた。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日露・日ソ間の国境の変遷と現在の状況 その２ 
★日本の領土を赤・ロシアの領土を青で着色しよう 

④ １９５１年（昭和２６年） 

              

 

 

日本は、千島列島と南樺太（南サハリン） 

を放棄したが、千島列島には北方四島 

は含まれていない。 

また、ソ連はこの条約に調印しな 

かった。 

 

⑤ 戦後のソ連による法的根拠のない占領 

 終戦後、北方四島（歯舞群島・色丹島・国後島・択捉島）に暮らしていた約１７０００人の

日本人のうち、約半数は自力で脱出できましたが、それ以外の島民は、昭和２２年（１９４７年）から

２３年にかけて強制退去させられ、樺太（サハリン）での抑留を経て日本に送還されました。 

【まとめ】 

 


